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論文内容の要旨

本論文は大径ねじの高精度化の要因としての食付き推力と仕上げ面粗さの問題および自動化の必須の条件であるタッ

プ欠損防止に関する問題を取り上げ，それぞれについて新しい改善方法を提案した研究をまとめたもので 7章から成り

立っている。

第 l 章では，タッピングの現状と問題点を明らかにし，マシニングセンターを用いる大径タッピングの完全自動化と

高精度化の必要性，及びそれらの問題点について述べている。

第 2章では，タップの食付き機構の中で最も基本となるパラメータとして新しく食付き推力に注目し，これをタップ

サイズ別に求め，大径タップでも小さな推力で食付く事やタップ形状によっては負の推力になる事を明らかにしタッ

ピング状態での推力値測定を行ってその重要性を実証している。

第 3章では，ねじ山の山やせ現象の原因とその解決策を究明し，山やせの原因は正・負過剰推力によるタップ切れ刃

個々のリード角の位相差であることを明らかにし新方式のタッピングアタッチメントを実用化している。

第4章では，マシニングセンターでの組タップ使用時に発生する，二重食付きによる山やせの防止策を究明し下穴

座ぐり角の改善を前提に山やせが全く生じない新方式のタッピングアタッチメントを開発し，実用化している。

第 5章では，偶発的に発生しているタップ切れ刃の欠損現象の原因究明とその防止策を検討している。欠損はタップ

下穴表面部と切れ刃フランク面の聞に切り屑が挟み込まれるために生じる事を詳細なビデオ画像による観察で明らか

にしねじれ溝タップでは完全山部でその現象の生じやすい事を解明している。また，逆転時に前切れ刃が後切れ刃の

切り屑を分断するときに一種の衝撃荷重が生じ，欠損しやすい事を実証実験している。さらに，種々の防止策を提案し

ている。

第 6章では，仕上げ面粗さに対するタップ切削機構と切削油剤の効果を検討している。その結果，さらえ刃方式のタ

ップと醤油の組み合わせにより，大径タップでも 5μmRmax のよい仕上面組さが得られる事を明らかにしている。

第 7章は総括で，各章の主要な研究結果をまとめている。
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論文審査の結果の要旨

大型機器の締結要素としての大径ねじの精密自動加工は，機器システムの信頼性向上および低製造コスト化によって

極めて重要なこととされているが個別加工という特殊性もあって加工機構の一般則はほとんど明らかにされていない。

本研究はタップによる大径ねじの加工に関し，精密な幾何学的解析と巧妙且つ詳細な実験によって，この加工法の高精

度化と自動化の基本則を明らかにする研究をまとめたもので，次の諸点が注目される。

1) ねじの高精度加工の要因として，加工時のタップ推力が重要であることを新しく注目している。

2) 山やせ，ベルマウスなどのねじの形状精度悪化の原因を明らかにしこれらはタップ推力の制御や新しく考案した

加工装置によって改善できることを実証している。

3) 加工現象の詳細な観察によってタップの欠損防止法を明らかにしている。

4) 切削機構の解明により，ねじ山の仕上面粗さ改善の実用的な指針を明らかにしている。

以上のように本論文は大径ねじのタッピングに関し，従来不明であった数々の現象を解明する多くの有益な知見を得

ており，切削工学並びに精密機器技術に寄与することろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め

る。
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